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十
年
目
を
迎
え
て 

施設長 横堀 孝親 

 
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
日
頃
よ
り
、
私
達
ゆ
う
遊
館
の
運
営
に
対
し
ご
支
援
を
賜
り
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
昨
年
も
ご
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
持
ち
ま

し
て
、
年
間
を
通
し
、
運
営
及
び
計
画
し
て
い
た
行
事
等
を
無
事

に
実
施
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
さ
て
毎
年
年
頭
に
は
、
「
初
心
」
に
か
え
る
こ
と
を
常
に
言
葉

に
し
ま
す
。
皆
様
と
「
共
に
生
き
る
喜
び
」
を
分
か
ち
合
い
な
が

ら
「
生
活
の
質
の
向
上
」
を
図
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
ど
の
よ
う
な
時
で
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
「
思

い
や
り
」
の
気
持
ち
を
持
ち
、
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
地
域
の

皆
様
の
期
待
に
沿
う
べ
く
、
地
道
に
一
つ
ず
つ
、
目
の
前
の
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
弊
法
人
も
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
る
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
八
月
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
二
十
床
増

床
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
設
立
か
ら
今
日
ま
で
の
間
、
日
本
国

内
に
お
い
て
は
高
齢
化
が
顕
著
と
な
り
、
当
該
地
域
で
も
超
高
齢

社
会
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者

施
設
を
運
営
し
て
い
る
弊
法
人
に
と
り
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
親
し

ま
れ
、
喜
ば
れ
、
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
施
設
作
り
を
目
指
し

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

 
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
祈
念
し
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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十
二
月
二
十
四
日
に
特
養
で
、
二
十
五
日
に
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
、
餅

つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
元
気
い
っ
ぱ
い

に
横
杵
と
千
本
杵
を
振
い
、
丸
め
て
鏡
餅
と
お
や
つ
を
作
り
ま
し
た
。
 

 
新
し
い
年
、
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
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晏 愁李（アン シュウリ）さん 韓国出身 

最新曲「天命（いのち）」等熱唱されました。 

 
桑
名
歩
美
さ
ん
（
右
）
 

 
郡
山
出
身
、
紅
晴
美
さ

ん
の
よ
う
な
演
歌
歌
手

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
 

 

森
真
也
さ
ん
（
左
）
 

 
郡
山
出
身
、
ジ
ャ
ズ
や

ロ
ッ
ク
と
の
共
演
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

中学三年生 桑名歩美さん 三味線演者 森真也さん 

 

十
二
月
二
十
二
日
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、
歌
手
の
晏
愁
李
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
、
ご
利
用
者
様
、

ご
家
族
様
他
た
く
さ
ん

の
方
々
が
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
 

 
ま
ず
最
初
に
桑
名
さ

ん
の
演
歌
と
津
軽
三
味

線
の
森
さ
ん
の
演
奏
か

ら
始
ま
り
、
次
い
で
晏
愁

李
さ
ん
が
登
場
さ
れ
、
楽

し
い
ト
ー
ク
も
交
え
な

が
ら
の
笑
い
と
感
動
で

い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
北

島
三
郎
の｢

ま
つ
り｣

は
圧

巻
で
し
た
。
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 この企画はご利用者様１人にスポットライトをあてて半生をご紹介して参ります。 

ご紹介 
昭和8年8月15日 81歳 
須賀川市生まれ 
略歴 
 ご主人の仕事関係で東京都、
名古屋市と移り住み、それぞ
れの場所で仕事をされてきま
した。娘さんお二人を育て上
げて現在もよく東京からお越
しになるなど仲の良い親子で
す。いつも笑顔で感謝の気持
ちを持って下さる方で、その
笑顔に私たちは癒されます。 

－青春時代からお仕事のお話をお願いします。 
江川さん：はい。須賀川市で育って、26歳で結婚をしまし
た。主人の仕事関係で名古屋と東京にいきました。名古
屋では婦人交通指導員をしていました。 
 
－交通指導員とはどういうお仕事ですか？ 
江川さん：信号機が無い時代だったので、子供たちが安
全に横断歩道を渡るために交通整理をしていたの。笛と
手だけだったから三叉路が難しかったですよ。今でもね、
エレベーターに乗る時は癖で誘導しちゃうの（笑）。 
 

東京で保母さんをしている写真で
す。子供たちにコマ回しを教えてい
ます。子供たちから大人気でした。 

－保母さんは定年退職までやっていたのですか？ 

江川さん：いえ、主人が先に定年になったので一緒に須賀川に戻ってきました。でも主人

はすぐに体をこわしてしまい看病もしましたが、他界してしまいました。 
 

－ケアハウスにきてもう8年になりますね。居心地はいかがでしょうか？ 

江川さん：すべてが最高です。もっと早く来ればよかったと思っています。 
 

－娘さんたちも東京からよく会いに来てくれていますね。 

江川さん：はい、週に2回は電話をしています。良い娘で満足していますよ。娘はゆう遊館

と福島が大好きだと言っていますよ。 
 

－何か娘さんにメッセージありますか？ 

江川さん：「ゆう遊館の方々が一生懸命に私のことをやってくれているから、私のことは何

も心配しなくていいよ。自分の事だけを考えてね。」 
 

－江川さんは小さいことでも感謝されますね。いつもやさしく笑顔で接してくれるのでその

人徳が周りの方を幸せにするんだと思います。これからもどうぞ宜しくお願いします。 

江川さん：いえいえ、こちらこそ（照れ笑い） 

 自分の話も載せてほしい！とご希望の方がおりましたら職員までご連絡ください。お待ちしております。 
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－やっていて良かったと思うことはありますか？ 
江川さん：子供たちの笑顔を見るのは楽しかった。江川さんのおかげで元気に育っていますと親御
さんから手紙をいただいたり、PTAからも感謝状をいただいたの。名古屋まつりのときに、交通安全
のパレードがあって私が代表でプラカードを持って行進したの。新聞やテレビにも出たんです。いい
思い出ですね。 
※名古屋まつりとは、昭和30年に始まった名古屋の秋を彩る最大の祭です。 
 
－その後どういういきさつで東京へ行かれたのですか？ 
江川さん：主人の仕事の都合で東京へ行きました。東京では江戸川区にある宇喜田第二保育園で
保母をしていました。 
 
－保母さんのお仕事はどうでしたか？ 
江川さん：子供たちがよくなついてくれてね。お母さんたちも信頼してくれて、他の先生もいるのに私
に（子供を）置いていっちゃうのよ。子供が泣いたら、折り紙で腕時計を作ってあげてね、お母さんが
迎えに来る時間を書いてあげると泣き止んだの。 
 
－退職の際の寄せ書きに「焼きおにぎりありがとうございました」ってありますが？ 
江川さん：それは独身の先生が早番の時は朝ごはん食べて来ないので私が焼きおにぎりを作って
持って行ってあげてたの。今でも上手に作れますよ（笑） 

－寄せ書きには沢山感謝の言葉がありますね。でもご苦労もあったでしょう？ 
江川さん：私は苦労を苦労と思わないようにしてるのよ。何でも楽しく思い、感謝します。（笑顔） 
 ←寄せ書き 

写真前列左 

35歳頃。婦人交通指導員の

写真です。白い手袋をして交

通整理をしていたそうです。 
 



 

編
集
後
記
 

「ゆう遊刊」Ｈ26年度第4号（新春号） 平成27年1月15日 
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～内部研修～ 

 
 
 

 
平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
小
雨
降
る
中
、

当
法
人
役
員
様
、
建
設
業
者
様
に
ご
出
席
を

賜
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
工
事
の

地
鎮
祭
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
来
年
度

の
完
成
に
向
け
て
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
 

 
今
年
の
干
支
「
羊
」
は
群
れ
を

な
し
、
家
族
の
安
泰
を
示
し
、
い

つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
す
事
を

意
味
す
る
そ
う
で
す
。
 

 
愛
親
福
祉
会
に
と
っ
て
も
平

成
二
十
七
年
度
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
二
十
床
増
床
と
な
り

ま
す
。
新
し
い
入
所
者
様
を
お

迎
え
す
る
事
を
職
員
一
同
楽
し

み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
さ
て
、
皆
様
は
人
と
の
お
付

き
合
い
や
外
出
が
億
劫
に
な
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

 
心
当
た
り
の
方
は
是
非
趣
味

や
習
い
事
等
の
楽
し
み
を
見
つ

け
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
も
う
年
だ
か
ら
の
思
考
は

や
め
て
自
分
な
り
の
役
割
を
持

つ
事
を
心
掛
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
若
さ
を
キ
ー
プ
し
て
健
康
で

元
気
に
楽
し
く
暮
ら
す
事
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
 

 
 

 
 
 
広
報
委
員
 
安
達
昌
子
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

慰問 

慰問 

1・ショート 12月19日 

2・3号館 12月22日 

4・5号館 12月13日 

 
 
●
広
報
委
員
●
 

 
小
西
 
秀
明
 

 
「
肝
臓
の
 

 
 
数
値
さ
て
お
き
 
年
酒
呑
む
」
 
 

 
三
橋
 
眞
奈
美
 
 

 
「
部
分
や
せ
 
 

 
 
や
せ
た
い
部
分
が
 
大
部
分
」
 

 
根
本
 
き
く
み
 

 
「
健
や
か
に
 

 
 
元
気
に
一
年
 
過
ご
し
た
い
」
 

 
吉
津
 
厚
美
 
 

 
「
何
事
も
 
前
向
き
な
気
持
ち
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ケ
セ
ラ
セ
ラ
」
 

柴
田
様
、
川
田
様
、
吉
田

様
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
を
歌
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

 
十
二
月
十
一
日
救
急
救
命
の
内
部
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
基
本
的
な
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
応
急
処
置
に
重
点
を
お
い

て
実
施
し
ま
し
た
。
 


